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我々の研究室では，脳の自発活動パターンの加齢変容及び病態変容
過程を，電位依存性チャネルと膜電位の履歴効果（ヒステリシス）依存
的なエネルギー損失過程であるとし，ショウジョウバエの睡眠制御とヒト
iPS細胞由来神経細胞をモデルとして，研究を進めている。電位依存

性チャネルと膜電位のヒステリシス依存的なエネルギー損失過程にお
いて加齢変容により期待される内部状態が得られない場合，予測誤差
が生じ，予測誤差の蓄積は脳機能の低下を招き加齢によって誘発され
る機能低下をさらに悪化させるという負の循環が起こるというヒステリ
シス損失モデルを実験的に証明することで脳の情報処理原理の本質
に迫ることが出来る可能性について議論したい。

日時：2024年10月3日（木）16:00～

場所：医学研究科脳神経科学研究所５階 会議室

＜要 旨＞
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